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2022 年度 東大地理 第２問〔問題編〕 

 
 東大にしては久しぶりにしっかりとした地誌を出題してきました。Ａ問題が北米でＢ問題が南米ですが、

両問ともに細かい知識が問われています。ただ、東大らしい、考えて解く良問も健在です。地誌の勉強が進

んでいない時期に解くのは困難かもしれませんが、ぜひ１週間かけてチャレンジして欲しいと思います。 

 

 
【2022 年度 東京大学 文科前期 第２問】 

 
  南北アメリカの経済と社会に関する以下の設問Ａ～Ｂに答えよ。解答は，解答用紙の(ロ)欄を用い，

設問・小問ごとに改行し，設問記号・小問番号をつけて記入せよ。 

 
設問Ａ 

   図 2－1 は，アメリカ合衆国(アラスカ･ハワイ両州を除く)の州別の人口変化率(1970～2010 年)を示

したものであり，表 2－1は，４つの州の人口構成をまとめたものである。以下の問いに答えよ。 

 
 (1) 1970～1990 年と 1990 年～2010 年に分けて人口変化率を見ると，ア州では 49.1％から 25.2％へ

と増加率が半減しているのに対し，隣接するイ州では 107.0％，74.4％と増加率は高い水準を維持し

ている。両州でこのような違いが生じた理由を 2 行以内で述べよ。  

 
 (2) ウ州とエ州は共に 75 歳以上人口比率が高いが，その背景は大きく異なる。それぞれの州で 75 歳

以上人口比率が高くなる理由を，両州の違いが分かるように 2 行以内で述べよ。  

 
 (3) 中西部に位置する多くの州では人口増加率が低い。これらの州の中心都市では，基幹産業の斜陽化，

およびそれが引き起こした社会問題によって人口減少に拍車がかかっている。こうした社会問題とし

て考えられることを 2 つ，合わせて 1行で述べよ。 

  
 (4) エ州は，中南米諸国と国境が接していないにもかかわらず，ヒスパニック系人口の比率が高い。こ

のような状況をもたらした政治的理由を 1 行で述べよ。  
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 設問Ｂ 

   広大な国土と大人口を有するブラジルは，経済開発の状況に大きな地域的差異を伴いながら，国家と

しての経済発展を遂げてきた。こうした地域的な差異は，図 2－2に示すように，ブラジルを構成する各

州を北部，北東部，南東部，南部，中西部の５つの地域に分けてその特徴や課題が把握されることが多

い。表 2－2 は，ブラジルの GDP と人口をこの５地域に分割し，関連する指標とともにまとめたもので

ある。 

 
(1) 表 2－2 のア，イ，ウに該当する地域名を，北部，北東部，南部の３つの地域の中から選んでア－

○のように答えよ。 

 
  (2) 表 2－2 では GDP のシェアが上位の地域から並べられているが，2002 年を 100 としたときの 2018

年の GDP の値をみると順位が逆になる。とくにその値が大きい中西部やウ地域において，この間にど

のような経済開発・経済発展がみられたか，これらの地域の自然環境にもふれながら，以下の語句を

すべて用いて 3 行以内で述べよ。語句は繰り返し用いてもよいが，使用した箇所には下線を引くこと。  

  
    ブラジル高原   農 地   自由貿易地区 

 
  (3) 表 2－2 からは，ブラジルの深刻な地域的な経済格差が読みとれる。南東部とイ地域の間にはどの

ような経済格差が読みとれるか，その背景と合わせて 2 行以内で述べよ。 

 

  (4) 南東部には，人口でブラジル第 1位の都市サンパウロ，第 2位のリオデジャネイロが存在する。こ

れらの巨大都市が抱える問題のうち，国内の地域的な経済格差を背景に持つ問題を，それとの関係が

明らかになるように，以下の語句をすべて用いて 2行以内で述べよ。語句は繰り返し用いてもよいが，

使用した箇所には下線を引くこと。 

 

    低所得層   インフォーマルセクター 
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